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要　旨

三菱電機㈱プラント建設統括部は，Safety，Quality，

Speedをコンセプトに，コスト削減のため建設工事作業を

改善する新工法・新機材の開発を行ってきた。これら開発

機材及び計器類等の品質機材を含め約6,000点を機材セン

ターで保有し，保守・管理を実施することによって品質を

維持している。

以下に，当社が開発した多くの新工法・機材の中で，代

表的機材について述べる。

� 1980年代後半からケーブル配線工事の工法開発を進め，

現在では，世界トップクラスの独自の延線工法技術を持つ

ようになった。電力ケーブルの重くて太い径から制御・計

装ケーブルの軽くて細い径まで，延線機材をシリーズ化し

て開発してきた。

� 盤・機器搬送機材の開発では，機器の種類・形状・質

量に応じ，機材をシリーズ化している。特に，’97年に開

発した盤搬送用機材（名称：ツータッチキャリア）は，不安

定な盤を搬送する際の安全性に優れ，中央労働災害防止協

会主催の2001年度全国産業安全衛生大会で研究発表した。

� 多種多様の建設工事に対して省力化・高効率化・短工

期化・脱熟練工化等の改善を行う合理化機材を開発してい

る。特に，建屋高所に機器を搬入出する際に仮設ステージ

を不要にした高所機器搬入用機材（名称：ニュートンバラ

ンサー）は，仮設ステージによる交通障害がなくなる等，

客先から高い評価を受けている。建設業労働災害防止協会

主催の2001年度全国建設業労働災害防止大会で研究発表し

た。

多条引き延線工法の開発 

�大型ボール延線機開発 �キャタピラ延線機張力アップ 

�自走式チルローラ �ポスト盤搬送装置 

�小型軽量化 �仮設足場楽ラックセッター 
　(公共用)

�楽ラックセッター 
　(電力用)

�アンカー穴あけ装置 

�油圧式トルクレンチ 

�ケーブルトレイ一括切断装置 

�電磁石吊（つ）り上げ・据付複合装置 

�ETC現地工事工法 

�絶縁カッター 

�2点圧着機 

�盤・機器搬入用ニュートンバランサー 

�操作のタッチパネル化 

�モールドトランス�
　搬入搬出装置�

�ミニクラッド搬送装置��ツータッチキャリア�
   (揚程75mm)

�ワンタッチキャリア�
   (揚程50mm)

�盤起立転倒装置�

�制御装置への適用 

�中型ボール延線機開発 

�600mm2CVT延線 

�ドラム駆動装置開発 

�小型ボール延線機開発 

�4本多条引き工法 

太物ケーブルウインチレス工法の開発 

盤・機器搬送装置の開発・改良 

仮設工事合理化機材の開発 

接着工法の開発 

ケーブルシースへの布設情報印字装置の開発 

PLC技術の適用 

通信ケーブル布設工法 

大型ボール延線機 

ツータッチキャリア 

ニュートンバランサー 
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(1)　延線工法・機材の開発 

主要開発機材 

(2)　搬送工法・機材の開発 

(3)　合理化工法・機材の開発 
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：電力線搬送技術 
：単心撚(より)合わせ型架橋ポリエチレン絶縁ビニルシース電力ケーブル 
：ノンストップ自動料金収受システム 

 

上図は1995年以降の開発機材や新工法の一部の開発機材の変遷を示す。機器間の配線工事を機械的に行う延線工法・機材，盤や機器の搬送
を安全に行う搬送工法・機材の開発が先行していたが，最近では，工事効率を飛躍的に高める機材や仮設工事費を大幅に削減する合理化機材の
開発のウェートが大きくなってきている。

新工法機材の開発の変遷


